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反応性物質の燃焼危険性に及ぼす粒子径の影響
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改良型タイムー7'レ1シャ一法に上り.反応性他方の着火時の横位による圧力上井速度の点

からの軽焼危険性に及ぼ'す粒子径の影掛 こついて検討した｡

その絵果.BPO.AIBN等の単一化合物の撮像時の圧力上昇速軌 王.粒子任が大きくな

るに従い大きくなるが.酸化剤一可懲荊系組成物の場合.KCIOrセルt2-ス系組放物.KCIOJ-

ソルビトール系組成物.m Orセルp-ス系組成物.KNOr ソルビトール系払成物のような

頓位時の圧力上昇速度の大きい系では.酸化剤および可伝榊の粒子系が小さくなるに従いその

圧力上昇速度が鋼管に大きくなるが.炭酸ナト')ウム過酸化水窯付加物一セルF,-ス系組成物.

炭酸ナ トl)ウム過酸化水素付加物-ソルビトール系組成物のように圧力上昇適度の小さな系で

は酸化剤および可燃剤の圧力上昇速度に及ぼす粒子系の形軌 i既着には見られなかった｡

I. 輔 ℡

反応性物】酌こ着火ユネル+I-が与えられた均合の密

閉係{･の爆愚挙助を少妖料丘で定丑的に粥ペる方資と

して.守者執 1改良型タイムープレッシャー(T-P)

釈放鵜匠l)を駄作し,これまでその節坤的就換条件Il

や酸化剤一可低利系組成物2J)川.火畢軌II,有税過酸化

物一).および魚投過酸化物一可低利系組成物の捻境危険

性評価への適用Tlについて検肘した結果を報告してき

た｡

その結果.T-R法は官用下での反応性物照の着火

時の億伝に上る圧力上昇の速さから嬢伝の赦しさを少

妖科丘で定丘的に評伝できる有効な筑故法{･あること

が明らかとなった｡

しかし.固体妖科の場合.その払境危険性は粒子径

の影野を受けることが考えられ.粒子径がどの程度億

焼危険性に影響を及ぼ'すかを明らかにすることは榛め

て虫要と考えられる｡
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本報告においては,T-P法を用いて,反応性物質

の燃焼危換性に及ぼす粒子怪の形呼について挽附した

結果を述べる｡

2.実態方法

2.1 駄 科

駄科として11,市販の飲薬特級である過酸化ペンl/

イル(BPO).a,q'-7･/ビスイソプチpヱトー)ル

(AIBN).酸化剤としての横転カI)ウふ.塩素酸カー)

サムおよび政敵ナ トlJサム過酸化水来付加物(2NaZ

CO313H202,時称PC).また.可稔刑としてのセル

p-スおよびソルビトールをそれぞれふるいにより粒

子径をそろえ.シl)カ1ルを乾投網に用いたデシケー

ター中に保有したものを用いた.

酸化剤-可倦荊系扱成物は連関操作が可比Tz:小型V

型混合挽を用いて3分間混合することに上り嗣製した｡

また.甘火称 土妨1報])の喝合同肌 鉛丹とケイ紫

を北見比7:3の割合で混合したものを1gを用いた｡

2.2紋虫方法

節1報lI{･述べたように改良型T-P釈放鵜位を用

いてユタpム線加熱法により1gの甘火刑を点火させ.

5gの拭科の爆燃による圧力が100p8i(6.9bq)から

300psi(20.7bar)および300pSiから5001痢(34.5bq)

に到達するのに要する時間を曲定し,そのときの平均

の圧力上昇速度から体性の赦しさを評価した｡

3. 央験鞍鼻および考察

3.1 単一化合物の嬬地の激しさに及ぼす牧子筏の影響
単一化合物として,壌梅の激 しさが弗なるBPOと
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Sample:5glgniter :Pb304(70d.%)-Si(30wt.形)
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thicknessであるが,PC組成物の

ように燥像による平均の圧力上昇速度が小さな系では可佐剤の粒子径の影響

は小さいこ･とがわかる｡次に.KNO3およびソルビ

T･-ルの蔑何平均粒子径をそれぞれおよび両者共0.l

lm ,0.42mmおよび0.84mmに固定したRNO

3-ソルビトール系組成物のT-P釈放の結果をそれぞれFi

g.5,Fig.6およびFig.7に示す｡Fig.5-Fig

.7よりいずれの場合も甜03またはソルビトール

および両者の粒子径が小さくなるに従って爆燃による

平均の圧力上昇速度は大きくなる偵向を示し.その程度

はENO3またはソルビトールおよび両者の粒子径が小さい

方が大きいことがわかる｡3.3 単一化合物およ

び組成物の嬢境の激しさに及ぼ

す粒子掻効果に糾する一考轟爆燃による平均の圧力

上昇速度は単一化合物の場合紘.粒子径が大きくなる

と増大するのに対して,酸化剤一可燃刑系取成物の場合は道に粒子径が小さくなる pArLL
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Sample:5glpiter :Pb304(70wt.%)-Si(30wt.%)

,lgFiringmethod:nichro
mewiremethodRupturedisc :braSS,0.15mmin

thicbleSS

と増大する頼向を示す｡T-P法のような申開系

ICの叫-化合物の爆払速度に及ぼす粒子経の影野とし

ては,粒子自体の爆伝速度,粒子の襲面前および空隙

率等が考えられる｡伸一化合物の場合は粒子径が大き

くなると.粒子内の爆億の伝播はおこりゃすくなるが

,一方,粒子の表面執 1小さくなり.また.空隙率は

大きくなるため投手間の爆燃の伝播はおこりにくくな

ると推定される｡また,このような密閉系では系内に

存在する空気丑は少なく.壁館串が大きくても空気の存

在にJ:る棲息速度の増大は期待できない｡したがって,

JP一化合物の場合.爆稔により平均の圧力上昇速

度が粒子怪が大きくなると増大するのは.廿火刑によ

り着火した粒子内での爆燃の寄

与が大きいのかも知れない ｡一方.酸化耕一可倫剤

系組成物の場合は,二成分からなるため.その壌伝による圧力上井に及ぼす粒子径

の形智はさら
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Sazttple:Sgtpiter :Pb301(70wt.%)-Si(30wt.

%).lgFiringmethod:nich

romewiremethodRupttLredisc :brass,0.15mmin

thickn essこれらの突放から

爆燃現象に及ぼす粒子径効果について故地することは

できないが.組成物の場合,粒子径が小さくなると.壌

伝に1る圧力上昇が,東署となるのは一つの仮脱とし

て.酸化剤または可伝剤の栓子の衷面前が大きくなるた

め,良化刑粒子の.Q分解による酸来成分の可低利粒

子への供給がおこりゃすくなるれまたは.可払荊粒子

の地境掛こよる酸化剤粒子の熱分解がおこりゃ

すくTz:るためと考えられる｡また.粒子怪が小

さくなることによる空隙率の減少も上紀の酸化剤の魚

分解あるいは可燃刑-の酸素成分の供姶時における熱

伝達に寄与するのかもしれない｡いずれにしても.

中一化合物および酸化剤-可燃荊系組成物の壌掛 こよる圧力上昇に及ぼす粒子径効果の

概執 土今鋲の研

究肺癌であろう｡4. まとめT-P法に上り稔

虎危敗性に及ぼす反応色物燕の粒子怪の形℡lこついて

枚肘した結果.次の知見を持た｡(I) JP一化合物に

ついては.釈放した範用では.物だの粒子怪が大きい方が軽焼危険性が

高くなることがわかった｡K6gyaK8YAku.Vol.49.No.5.1988 -345- 0
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(2) 酸化剤-可燃剤系租成物の爆燃による平均の圧

力上昇速度は酸化剤および可換剤の粒子径が小さ

くなるに従い大きくなる倖向を示し.その程度は

KCIO3およびKNO3-可佐剤系組成物のように壌

低の激 しい系{･は大きいが.PC一可燃剤系鼠成

物のように平均の圧力上井速度が小さな系では小

さい｡
(3) 単一化合物と酸化剤-可像剤系姐成物とで爆燃

による圧力上昇速度に及ぼす粒子径効果が異なる

ことについては,その理由は振強で,挽依解明の

ための研究が今後必要と思われる｡
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Wehareattemptedtoem inetheparddesizeeffectsofreactivematerialsontheir

dehgntion血 rdsusingthereyisedtimel)re矧lretest.

As theresults.itisshownthattheapparentratesofpresswerisebydehgrationin･

CreasewithincreasingtheirparddesizeforsuchsbglecompoundsasBPOaJldAJBN,but

hcreaBewithdeC托aSingtheparticlesizeoftheircomponentfortheoxidizcrq mbusdble

mixttwcS.

ItisalsoEotmdthatthede訂 eeOfincreaseintheTalesOfpressurerisewithdcqeasing

theparticlesizeofoxidizer,aJld/orcombustibleshouldbecomelargerEorthemixtureShay･

inghigherratesofpresswerise.
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